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　　　　銀河の北極の暗黒星雲
　ひろい空にば暗黒星雲があって，そこ
から恒星が生れて退るのだホ数年前か
ら，併太利ロマのブテカン天文長｝．G．
Hagen師が主張して～⊃る・（「天界」第3ユ
號，第244頁〉近頃もA・N・Beσbachtungs－
Zirkular　19L）7J第23號　1：，『fl師li銀河の
北極に近く庇の種の星雲があるt書いて
みろ・此の北極ばかみのけ座31番星（5・0
等）自Pち
　赤経12h48．Om　赤経十27c57’（分黒占19
　25．0）
の南場。に旧る所で，此の邊，一罪，直
径12。にわナこって著しい暗雲がある．一
寸見るビ，何だか二二が悪くて，天が霞
んでみる』E言ひ7：くなts　pうであろが
それli即ち槻二者が暗雲た見てみるから
である・暗雲に恰も地上の雲のやうに鼠
色で，星が少ない・
　　　　太陽は銀河面の北側：Z
「太陽［t銀河系宇宙の犀申央にある一
恒星であろ」劃も今から百年も前，ヰ
1）アム・ハーシェルの嚢見しナここi！であ
るが，近頃の學者ナこちは銀河の星の分布
から見て，太wait必ずしも銀河の中心に
あるのでなく，むしろ少しく其の北側に
偏在してみるピ主張するやうになって來
7こ，今ジノ・一　9“　一一ド議院のGerasimovic氏
定　Luyten　氏亡が研究しすご所によるオ，
　研究に利用しナこ星　銀河颪から太陽へ
　100個のセブアイ星　北へ34パーセク
　400c星額。星　　　　33
　144　0型の星　　　　　　31
　　　β型の星　　　　　　34
　　　　　　　挙均して　33
報
恩に太陽ば銀河面よりも北へ約33・｛一セ
ク（玉Ol光年）だけ偏してみる；S、なる
（1’roc．　iNat．　Acad．，　Vol．　13，　No．　6．　1927）
　　　　　巨星の有致温度
　去る2月21日間瑞西ツユネーブ市の物
理博物學曾に於いて　G．Tiercy（テアシ
ー）氏が報皆しナこ丈によれば，印度のサ
バ（Saha）敏授の公式に新しい恒閃々使用
して，下の如き明星の有敷温度な算出し
7こ・
分光型
　iX’lo・
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　Ar．
　B，
E星でに
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　sseo
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Mraeo
　　　スワン・スペクトルの原因
　多くの彗星のスペルbレ申i：li［所謂ス
Pン・スペクト，レ亡呼ばれる特異なバン
ドが現匡れろ・（「天界」第72號，第94頁
准見よ・）之れIU856年に英國のW。　Swan
tいふ物理學者が嚢匂した光輝であろが
實験的にば下の5個の波頭な持ってるる
61S8A　5636A　5165A　4736A　4312A
（赤色）（黄色）（線色）（青色）（董色）
しかるに之れが一酒煎から護する光であ
るかオい名、事に二ついてii，　スフンの謬見
以來多くの論争があっすご・Van　der　Willi－
gen（1859年），　AttfieldC1862＿1875），　Dib．
bits（1864），　Morren（1865），　Piucker’及び
Hittorf（1865．，　Huggins（1S68），　N7Villlner
（1872），　Salet（1873），　Secchi（1873），　Cia－
mician（1880），　Deslandres（18SS）．，　Eder（1
890等の人々ば皆之れが炭素分子（即ち
4g・　o 雑 報
C2）の嚢する光であらうビ主張し，　Swan
（1856年ノ，AUgstibm及びThalen（1875
年’，Living及びDewar（1880年）等［t之
れが：或ろ炭化水素の獲秘するものである
ぜ考へ’た・又，Baly（1892），　Smithells（190
1），Fowler（1910）geit之れ為酸化炭素
（CO）に起因するものtし7：・ぜころが近三
頃，英國ベルファストのQueen，s大學物
理學講師R・CJ・hnSQn（y“ヨンソン）博
士it綿密なる五二硯究によって，スヲ
ン。スペクトルほ全くHC－CHなる分子
即ち所謂アセチレン：瓦斯の獲心する結果
であろεいふ事を主張けこ・此れ1工昨年
12月20英國ローヤル學會に於て爽表さ
れ，其の會のPhiJ・s。画ca】71τaηs£ct加誌
A部第226巻第640號に出版され’iこ・
　J・hns・n氏ば，又，去る6月10日，英悟
Royal天文學會の例會でThe　Or1gin　of
Certain　Radiations　in　Cemetary　Spectra
ビいふ表題の論丈下棚んだ．∫ohnson氏ば
Brooks彗星（1911J，　Daniel彗星（1CO7）
1893b彗星，　Gale彗星Q894），　Swift彗星
（1899），Ha11ey　彗星（iwo）等の　Spectre
存研究し7こ結果であるが，其れによれば
上言己のSwan　Spectreのほかに，伺ほW．
W・Campbe11氏がDaniel…墾の爲眞中
に見つけ・tこB890AS38丁4A　定［工3：t：1こ
CHから出うものであろ・又，　Brook5彗
星中にL・ckyerが3100A，3160A，3370
Aの三つの光箒を見六が，奨の中の第二
ε第三S：窒素ガスの放つ光線であるS
いふ，又，40」”OAあずこりに著しい光帯が
あるが，之ればRaffettyが嚢鋭し．たCH
の光帯であるビGlaneyは言ってみるけ
れご，光輝の分布から見る定之れに怪し
い，多分4050A匡シャン（CN）ガスカ“
ら褒翻するものらしい（M・nthly　N・tices・
R．A．S。六月號）
星の直調室
爆・灘圃つ蠣蟄
　　　　　火星の直径と形
　去ろ』924年目夏，火星が珍らしい近距
離にやって來六時，来國り〃天文蔓のト
ランプラー（R．Trumpler）氏に例の「36
吋」大墓蓮鏡に種々の色のブイルターた
使用して火星の篇翼た撮つ．た，其の結果
がi）クのプレテン第387號［こtPaてるろ．
其れによるt，翠位距離に引き直しナ：火
脚灘齢下
灘雛
壇れで見るS，
???? ?? 黄色で
9ノ’178
9．，，07．5
1／89．o
　　　　　　　さきに衛星の駆動からス
下Jレーエ（H．Str　t’1　ve）が楕圓傘た1／19G　S
算出しナこのよりも此等の値：ば皆大きゼ・
オーローラ光線の波長
　太揚黒鮎の六めに刺戟される北極光
（Auroユa）の中の最：も襲い光線についてば
ノ）vエ一手のゴガード（Vegaard）氏が之．
れ為上層碇泊中に氷結し7こ窒素粒の獲光
であるこし，カナダのマクレナン（J．C．
McLennan）氏に之れた酸素ガスの聾する
光であるεして，こ三年前から此の爾氏
Il學界に激しい論意准績けてる為最近
去る6月23日，マクレナン氏は英國ロー
ヤル血管の例會に於いて干渉計使用の硯
究報告たしf：が，其れによるピ，暗色ナ
ーローーラ光線の波長lt　5577S41土0・004
であって，之れにヰルソン山国丈壷のバ
プuク（Babcock）氏カミ爲眞観ヨ則しプこ数値：
5577・350士0・eo5ビ頗る近く，三又，1925年
（t　・e　li　vナン氏が得才こ5577．35士0；15定レ・
3・値准・確めるものであろ亡・
　　　　　小笠原の島時計
　先頃の或る薪聞紙に下の如き短かい：文
が載ってゐナこ一
　小笠原でに「島時計」tいって標準時よ
りも三十分だけ進んだ時計為使ってみる
島民にこの島が東によってみるので日の
出が早いのだiSいってみるが，先頃の行
幸に撃て．標準時にようので支聴なにじめ
學校でも民家でも大騒ぎして三十分だけ
時計の針た後ゴざりさゼナこ・一
　なるほこ，日本地艶々櫨げて見るt・
小笠原の父島母島なご主な島々はグリu
チからの東律142。に當り，殊に，明治44
年4月［：海軍省の水路部の人々が測定し
7こ所に豫るS，父島の二見大根崎iiS
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　　　三一｛1411錦遇
　　　北緯漏一＋27。5’10”
eなってみる・だから日本中央標準時の
明石暗間からは殆んご量時間ほこ早く日
月が出没する筈である．ちょうご北海澄
の旭川P，樺太の豊原S同じ経度である・
漏出のAdvancement　of　Science學會
　日本の學術協會の第3回総會に去る8月
1日から4日間仙壷に於いて開かれ，天丈
關係のものピし”C　（t，木村榮博士の講演
があった由であるが，英國でに本年8月
31日から9月7日までLeeds市1こ於・い’て止k
の種の第95回二二が開かれ，Whittaker教
授のThe　Outstandi・9　Pr・blems・f　ReL
ativity，　R．A．　A（illiltan†専士のCosmic　Rays
等の講演があろ由．因【もMillil〈an氏【i［
来國PasadenaのCalifornian　Institute　o£
TechnQlogyの長であって，吾が日本の田
中館博士等ピ同じく，7月11日からスヰ
ス國Genもve市で開かれナこ國際聯盟の智
的協力委員會へ出席OP　7こめ渡欧しずこ人で
あろ・
　　　　測地學會へ米國よリ
　來る9月初めチエク國プラーグ市で開
かれる國際測地學會地球物理學同盟第3
回纏會に，日本より田中館博士外数名が
出席ぜられるこεになつ六のlt既報で通
り（天界第76號第304頁）であるが，米誌
より1工W．Bowie，　W，　D．　Lainbertの二
二が出席すろ由・
　　　アボト氏が星の熱量観測に
　　　井ルソン山へ
　最近の＄R（：uet”tli！1”，来國スミソン二院
の天文墓長ア±・　5（C。G，　Abbot）氏が今年
も亦ヰルソン山へ出かけて往って，星か
らの熱量た測定するビいふ．ア永田氏の
此の種の観測ば今年が第2回日である・
第一剛t，1923年の秋，同じWils。n山
でPつ』たものであって，其の結果に既に
Ast・・physica1　J・u・n・1第60巻［こ出版され
てるろ・
　そもそも，1923年度のアボト氏の醗測
に，X・Vilson山の「100吋」反射鏡を用ゐ，
E．F．　Nicholsの製作しナ：副射計（「adiom－
eter）た鷹用し7こものである・尤も此うし
すこ魏測は，ニコルスが1898年オ「，1900年
tl：，既にヤー一　ee・・一ス天文塵に於いて行
なひ，Vcgaや，　Arcturusや，木星や，
土9，1：ついて可なりの成績な學げナこ（Ap。
J．誌第13春）のであるが，其の後，託のニ
コ・JVスの輻射計lt5一一6倍も銚敏なものに
改良ぜられ，又，ニコ　）1／スが用ゐ六裡「2
吸」の反射鏡よりも，Wilson山の「100吋」
の方が光力に於いて16倍も優ってみるの
であるから，Abbotの成績it多くの人々
の注目する所であっ7：．但し，こsに一
寸談解してはならないこミに，Nichols真
星からの熱量た全朧ぜして測つナこのであ
るのに謝しAbb・t氏lz［，星の光り為ス
ペクトルに擾げて，各波長についての熱
量な測つ7このであるから，之れ［tlkして
翠にNichoユsの仕事の繰り返しでは無い
のである．・一一一ミ［：p“く，Abbot　jX4　ii，
　Rigel（ナ1）ナンのβ），　Vega（琴のCt）
　Siriusて大犬のCt，P「OCyon（小犬のの
　Capella「駅者のα），　Aldebaran（牛のα・，
　ペガスのβ，Betelgeuze（ナ、〕ナンのCt　一）
　へJL■クレスのα
の九つの星について，各々，波長⑪．43恥
から2．22卸までの熱量な測り，其の結
果た基Sして．，各．’｛”の直兜なごみ9算出し
ナここtがあっナこ・此の時…の齪7則に於いて
見付つた興味深い31i，　Rigelのスペ
クト，レ上に於ける熱量分布に最大償が二
つある：．ビ，それから叉，善通のスペク
F）レ観測上から（tSirius定Vega　Sが同
じくAo型であるのに，熱量分布によれば
既の二つの星の’1生麺に（1署しい差ミ撃力s見
つかつナここぜである・降等の事實［t，
1〈igel　ビ　Sirius　ビに，三！七［こ　radjo皿etricな
俘星があるこぜを意味してみるものであ
らう・
　’今年，Al’；bot氏が携へ7こradiometerば
更に感じの好いもので，俗に，50CO哩も
離れてマッチの火の熱h，・測るこEが出焦
るミ言にれてるる・
　1923年のAbbo亡氏の槻測t［，自分が
其の頃ちょうご　Wilson　山に居7こ時の
事であるし，Abbot氏が始めて其の結
果なWi1Son山天文蔓の雑誌會（1923年
432 雑 報
10月24日午後4時）で獲表しずこ時1工申分も
其の席に居7；ので，此の問eeLt，特に今
でも術自分の興昧を去らない・（「天界」第
40號第164頁の海外日誌峯照）一一山本
　　　　キーンし激授の韓任
　猫逸G6ttmgen大恩の天丈學の員外教
授であっナこH．Kienle氏匡今回Berlin大
學の正教授に任命されナン
　　　　プア暴ス女史の漕息
　昨1926年の秋，東京の轡虫亭洋のナこめ
來朝L7：米國ブサー天丈裸馬C・E．FUTness
女史に，年末に日本な嚇し支那，南洋
印度あすこりを経て，今年春削蹄に入．っナこ
が，豫定の如く，去る6月29日置皆既日
食旭英学リゾープーレ港の北のドouthp－
ortで，ナクスフナド大々のTurner教
授等定共に槻記し7こ眠いふ，侮ほ庇の以
前，　6月10日ltに英國ロンドンのローヤ
ル天丈學會の例會に出席し，族行談や，
日本の汎太占洋會議の模様なご奄演観し
7こ由，
　　　　シレー・熟々激授逝く
　ノlvエー國ナスロ（Osl・）大學天助i褻長
jens　Frederik　Wilhelm　Schτ6ter氏に去る
4月27日死去しナこ・氏M1857年Kristiania
（今のナスロー）tこ生れ，　ユ876年同地を）大
隅に學び，1882年にtエBossek・Pの極地
襯測所技師，1884年にに氣象・豪教師Sな
り・1891年以來0・1・大四天珊珊員Sな
り，1919年Geelmuyden　の後影者亡して
墓長ピなつ字こ，研究論丈に匡「北緯65。一
70。箒の星の固有立動の研究」（1903年），
「1864第111彗星しの軌遣決定」（19051，　「可ヒ
緯63。一70。帯の星の子午線観測」（1909及
び1912），「紀元600年より1800年迄の日
食」（H．Geehnuydenビ共著，1923－192
5）等があり，荷ほ遊星や彗星な観測しナこ
報告が多くA・N・誌に田てるる，氏阻9
20年以來ノルエーの「外海暦」の編耕をや
り，1916年以來「ハレエー天文學維誌」な
四域し，ヌ1，多くの教科書葎倒けこ，19
25年に（t「ナンセン賞」葎得たこミもあろ
　　　　　ミーテ麗逝（
　我國の長岡牛太郎氏オ共に，水銀から
金な得るこtに成功し7：ドイyのAdolf
Miethe氏ば去る5月1日ベノレ｝jンで死ん
だ．氏lt　1脱2年4月25日生れであるある
から，壽命匡65年であっナこ・氏（t始め
G6ttingenピ　Berlin　ご爾ノく學で天文や
物理イヒ學7if’修め，　「天畳豊爲眞の光度i頁rj定」
iSlいふ論文で學野馬得すご・188g年から
PotsdamのHartηack博士S共に顯微鏡
や爲虞玉の研究かし，所謂Anastigmit　S
呼ばれる爲飾玉か幾明けこ・Hartnackの
死後，j£　lt　Schulze－Bartels會示1ヒに入り，
次で1894年VQgt1湘der倉就1こ入り，望蓮
寓眞恢々嚢明しずこ・其の後，Charlottenburg
コ［＝業學」校の　　1）ho亡oche111isches　Laboratnri－
umに韓じ71が，其所で30センチの屈折
望遠鏡に同じ；soセンチの反射鏡か細し｝つ
けて，月の原色爲眞々撮つ7こりし7ここS
があっナこ．1914年8月24日間［tノルエー
のAlsten島へ9食齪灘こ出かけ，若干
の成績奄得すこ・大職後，氏［t「反射望遠
鏡法の手引き」S一いふ書物な書き，10セ
ンチ程度の，高張でない凱陣器機により
天丈研究の手引きな一般の人々に與へや
うミ努め7：，ミーテ11k　li元來凶漁術1：最
も貢献けこ人であろが，しかし自勇ほ旧
交に非常な興味々有し，居宅の外庭にに
10センチの小赤道儀か据ゑてるナこ・
　　　　　ビダルダン氏退職
　佛國パリ天丈台に永く在職し，星雲目
錐なご作って有名であっf；Bigourdan氏
IS此度老齢で退1践し，其の後拝にぱ
Pierre　Saユet氏が暴げらt■71．
　　　　第匹回書太三F洋會議
　昨年我が國で開いれ汎太挙洋馬術會議
（Pan－Pacific　Science　Congress　）の第四回
純會は，沸々年（1929）の春5月9日オラン
ダ領ツヤブで皆既日食がある時機な利用
して同地に開かれる筈
